
2024年7月27日

地域の緩和ケアに携わる人たちや
社会への期待



岸田徹
25歳,27歳で
胚細胞腫瘍に



がん経験者インタビュー YouTube 番組

がん経験者などへの
インタビューを”ユーモア”も交えなが
ら発信しています。

「家族」「友人」「学校」「仕事」
「お金」「恋愛」「結婚」「生活」
などの日常にフォーカスしたリアルな
経験談をお届けしています。
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ペイシェントジャーニー
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ペイシェントジャーニー（例）

検査 告知 治療
経過
観察

再発 終末期

日常生活



あくまでひとりの経験談
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24歳 治療後
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岸田徹のペイシェントジャーニー

検査 告知 治療
経過
観察

再
発

生
活

日
常
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検査
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病院のたらいまわし



9

告知
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家族の意向
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家族への情報提供も大切
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治療



14

将来
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決めなければいけないことが多い
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エセ医療に

だまされることもある
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17

ネット



2024年6月15日時点
Google検索にて
「がん 治療」と検索

広告
がん治療
で検索
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情報迷子
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取捨選択
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居てくれたら…
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第三者の存在
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一緒に整理してくれる存在
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再発・終末期
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不安・悩み
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地域で緩和ケアを受けている患者さん
不安の例

・退院してから予想していないことが次々と起こる

・先が見えない不安などで心も体も壊れてしまう

・頼りにしている主治医からは
痛みは我慢するしかないと言われ、
見放された気持ちになったりする。
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地域緩和ケア連携調整員

の皆様へ
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患者さんの迷いや不安はもっと多いと思います



地域でのリソース
（ピアサポートや患者会なども）
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出会えなかった支援

・院内や地域のピアサポート
・相談支援センターの存在
・退院後の過ごし方
・地元の病院への連携

30



皆さんが

つなぐ
31



32

ご清聴ありがとうございました
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